
「
墓
地
使
用
者
保
存
用
」 

一
燈
仏
子
寺
仏
子
聖
地
霊
園
使
用
規
則  

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
七
日
改
定 

（
趣
旨
） 

第 

一 

条 
一
燈
仏
子
寺 (

以
下
当
山
と
い
う
。）
は
、
教
義
の
布
教
を
第
一
義
と
す
る
宗
教
法
人

で
す
。 
当
山
は
、
埼
玉
県
知
事
に
よ
り
公
益
事
業
と
し
て
霊
園
墓
地
の
経
営
を
行
う

こ
と
を
認
証
さ
れ
て
お
り
、
一
燈
仏
子
寺
仏
子
聖
地
霊
園
及
び
新
光
墓
苑
（
以
下
当

山
霊
園
と
い
う
。）を
自
ら
管
理
運
営
し
て
お
り
ま
す
。当
山
霊
園
を
使
用
す
る
者 (

以

下
使
用
者
と
い
う
。）
は
、
本
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
書
面
に
よ
る
使
用
承
諾

を
受
け
、
本
規
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
ま
す
。 

（
使
用
目
的
） 

第 

二 

条 

当
山
霊
園
は
、
墳
墓
・
石
碑
形
像
類
、
納
骨
堂
及
び
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
施
設
の

建
立
、
先
祖
・
親
族
及
び
故
人
に
対
す
る
法
要
又
は
祭
祀
等
を
執
り
行
う
こ
と
の
他
、

当
山
護
持
の
為
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
れ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
使
用
者
資
格
及
び
使
用
条
件
） 

第 

三 

条 

当
山
霊
園
は
、
宗
教
・
宗
旨
・
宗
派
・
国
籍
を
問
わ
ず
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
但
し
、
使
用
者
及
び
継
承
者
は
、
信
仰
心
を
有
し
、
宗
教
的
慣
習
を
尊
び
、

個
々
に
名
号
等
を
授
か
り
、
且
つ
、
供
養
・
年
忌
法
要
等
の
祭
祀
の
執
行
を
肯
定
さ

れ
る
方
に
限
り
ま
す
。（
細
則
第
三
条
参
照
）     

 
 
 

（
２
）
反
社
会
的
勢
力
に
属
す
る
者
の
使
用
は
お
断
り
し
ま
す
。
ま
た
、
使
用
者
は
、
反 

社
会
的
勢
力
に
自
己
の
名
義
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

（
墓
地
使
用
承
認
証
の
交
付
等
） 

第 

四 

条 

使
用
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
墓
地
使
用
申
込
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
当
山

霊
園
管
理
事
務
所
（
以
下
管
理
事
務
所
と
い
う
。）
に
提
出
し
、
当
山
霊
園
の
管
理
責

任
者
（
以
下
管
理
者
と
い
う
。）
が
、
こ
れ
に
対
す
る
承
認
を
し
た
後
、
別
途
、
永
代

使
用
料
及
び
管
理
料
を
管
理
事
務
所
に
納
め
、
墓
地
使
用
承
認
証
の
交
付
を
受
け
る

も
の
と
し
ま
す
。（
細
則
第
四
条
参
照
） 

 
 
 
 

（
２
） 

墓
地
使
用
承
認
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、
速
や
か
に
管
理
事
務
所 

に
届
け
出
て
訂
正
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

  

（
３
） 

墓
地
使
用
承
認
証
を
紛
失
又
は
汚
損
し
た
場
合
、
所
定
の
書
類
に
再
交
付
手
数
料 

を
添
え
、
墓
地
使
用
承
認
証
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
永
代
使
用
料
） 

第 

五 

条  

使
用
者
は
、
墓
地
使
用
承
認
証
の
交
付
を
受
け
る
に
際
し
、
当
山
所
定
の
永
代
使
用 

 

  

料
を
納
め
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
管
理
料
） 

第 

六 

条 

使
用
者
は
、
当
山
所
定
の
管
理
料
（ 

事
務
管
理
及
び
境
内
地
等
霊
園
内
共
用
部
分 

の
清
掃
・
環
境
整
備
等
に
要
す
る
諸
経
費
）
を
、
管
理
事
務
所
の
請
求
に
基
づ
き
一
ヶ 

年
毎
に
一
ヶ
年
分
前
納
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
２
）
二
回
目
の
請
求
よ
り
、
実
費
を
加
算
し
請
求
し
ま
す
。（ 

細
則
第
六
条
参
照 

） 

（
既
納
料
金
の
不
返
還
） 

 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 

 

第 

七 

条  

既
納
の
永
代
使
用
料
及
び
管
理
料
は
、
理
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
切
返
還
し

ま
せ
ん
。   

 
 
 
 

 

（
管
理
料
の
改
定
） 

第  

八 

条 

諸
物
価
の
変
動
等
の
事
由
に
よ
り
管
理
料
が
著
し
く
権
衡
を
失
し
た
場
合
、
当
山
管 

理
事
務
所
は
、
管
理
料
の
改
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
当
山
霊 

園
の
管
理
運
営
に
係
る
法
令
等
の
改
定
に
伴
い
、
管
理
料
の
改
定
が
必
要
な
場
合
も
同
様

と
し
ま
す
。 

（
２
） 

管
理
料
を
改
定
す
る
場
合
、
管
理
事
務
所
は
、
事
前
に
当
山
霊
園
の
掲
示
板
に
掲
示

し
、
併
せ
て
使
用
者
へ
書
面
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。 

(

専
有
墓
域
内
の
管
理
） 

第 

九 

条 

使
用
者
が
専
有
す
る
墓
域
（ 

以
下
当
該
墓
域
と
い
う
。）
内
に
お
け
る
事
物
の
管
理 

は
、
全
て
使
用
者
の
責
任
で
行
う
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

（
２
） 

使
用
者
が
当
該
墓
域
内
の
塔
婆
、
供
花
の
撤
去
、
植
木
の
手
入
れ
、
清
掃
等
管
理
を 

怠
る
こ
と
に
よ
り
、
当
山
霊
園
内
の
景
観
を
著
し
く
損
な
う
状
態
を
惹
起
し
又
は
他
の
使 

用
者
か
ら
の
苦
情
等
を
継
続
し
て
放
置
し
た
場
合
に
は
、
管
理
事
務
所
は
、
当
該
使
用
者 

に
対
し
、
清
掃
を
実
施
し
当
山
霊
園
の
景
観
を
回
復
す
る
よ
う
、
書
面
に
よ
り
履
行
期
間 

を
定
め
て
催
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

（
３
） 

前
項
の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
者
が
履
行
期
間
内
に
清
掃
を
実
施
し
な
い
場 

合
に
は
、
管
理
事
務
所
は
指
定
業
者
に
依
頼
し
て
当
該
墓
域
の
清
掃
を
実
施
し
、
そ
の 

費
用
を
当
該
使
用
者
に
対
し
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
霊
園
内
の
工
事
） 

第 

十 
条  

当
山
霊
園
内
に
お
い
て
、
墓
碑
・
囲
障
の
設
置
等
、
工
事
を
行
う
場
合
、
使
用
者
は
、 

事
前
に
管
理
事
務
所
へ
所
定
の
施
工
届
を
提
出
し
、
当
山
霊
園
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と 

し
ま
す
。 

 
 
 
 

   
 
 
 

（
２
）
工
事
の
施
工
は
、
当
山
霊
園
の
指
定
石
材
店
に
限
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し 

ま
す
。 

 
 



 

（
３
）
石
碑
及
び
囲
障
等
の
付
属
品
を
他
所
か
ら
持
ち
込
む
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ 

ま
せ
ん
。 

但
し
、
格
別
の
事
由
の
あ
る
場
合
に
は
、
当
山
霊
園
と
の
協
議
に
よ
り
こ
れ 

を
認
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

（
設
備
の
設
置
基
準
） 

第 

十
一
条 

 
当
山
霊
園
墓
域
内
の
墓
碑
、
囲
障
そ
の
他
の
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
、
当
山
霊
園

の
承
認
を
受
け
る
と
同
時
に
、
次
の
各
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 

ア
、
墓
域
に
囲
障
を
設
け
、
区
画
を
明
確
に
し
、
囲
障
の
材
質
は
、
花
崗
岩
（
御
影
石
）
と

し
ま
す
。 

イ
、
園
路
の
地
盤
面
か
ら
左
記
設
備
の
最
高
部
ま
で
の
高
さ
は
、
各
設
備
に
つ
い
て
次
の

様
に
基
準
を
定
め
ま
す
。 

囲
障
の
高
さ
は
、
原
則
と
し
て
、
〇
．
八
ｍ
以
内
と
す
る
。 

墓
碑
等
の
設
備
の
高
さ
は
、
二
．
五
ｍ
以
内
と
す
る
。 

盛
土
の
高
さ
は
、
〇
．
三
ｍ
以
内
と
す
る
。 

植
樹
の
高
さ
は
、
二
．
五
ｍ
以
内
と
す
る
。 

（
埋
改
葬
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

第 

十
二 

条  

埋
葬
又
は
改
葬
を
す
る
場
合
、
使
用
者
又
は
継
承
予
定
者
は
、
事
前
に
管
理
事
務

所
へ
連
絡
し
、
所
轄
行
政
庁
発
行
の
埋
改
葬
許
可
証
及
び
当
山
発
行
の
使
用
承
認
証
を

添
え
て
、
管
理
者
へ
届
け
出
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

（
２
）
管
理
者
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、
納
骨
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
細
則
第
十
二
条

参
照
）  

（
３
）
当
山
霊
園
に
お
い
て
は
、
工
事
を
行
わ
ず
に
埋
葬
又
は
改
葬
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 

（
４
） 

当
山
霊
園
に
お
い
て
は
、
死
体
（
死
胎
を
含
む
。）
を
埋
葬
又
は
改
葬
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

（
埋
改
葬
者
） 

第 

十
三 

条  

当
山
霊
園
に
お
い
て
は
、
使
用
者
、
そ
の
配
偶
者
並
び
に
使
用
者
の
直
系
血
族
で

あ
る
父
母
及
び
二
親
等
内
の
直
系
卑
属
に
限
り
、
埋
改
葬
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
ま
す
。
但
し
、
細
則
の
定
め
に
よ
り
、
そ
れ
ら
以
外
の
親
族
を
埋
改
葬
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。（
細
則 

第
十
三
条
参
照
） 

（
使
用
承
諾
の
取
消
し
等
） 

第 

十
四 

条 

使
用
者
又
は
そ
の
使
用
権
を
継
承
す
る
者
（
以
下
、
継
承
者
と
い
う
。）
に
お
い
て
、

信
仰
心
又
は
故
人
に
対
し
供
養
す
る
意
志
が
な
く
、
年
忌
法
要
等
の
祭
祀
を
否
定
し
、 

又
は
、
反
社
会
的
、
暴
力
的
活
動
を
伴
う
等
、
特
異
な
宗
教
団
体
に
属
す
る
事
実
が
判 

  

 

明
し
た
場
合
、
契
約
内
容
の
如
何
を
問
わ
ず
、
当
山
は
、
そ
の
者
の
使
用
承
諾
を
取
消
し

又
は
使
用
権
継
承
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
２
） 

当
山
霊
園
の
運
営
の
主
旨
に
相
反
す
る
と
思
わ
れ
る
使
用
者
又
は
埋
葬
予
定
者
の
親

族
に
つ
い
て
は
、
墓
地
使
用
及
び
墓
地
使
用
権
の
継
承
を
制
限
で
き
る
も
の
と
し
、
当
山

責
任
役
員
会
議
の
協
議
に
よ
り
そ
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

（
使
用
権
の
譲
渡
禁
止
） 

第 

十
五 

条 

使
用
者
は
、
そ
の
墓
地
使
用
権
を
第
三
者
に
対
し
譲
渡
し
又
は
転
貸
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
但
し
、
管
理
者
が
格
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
事
前
承
諾
し
た
場
合
、

第
三
者
に
対
し
譲
渡
し
又
は
転
貸
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

(

契
約
解
除
） 

第 

十
六 

条 
 

管
理
者
は
、
左
記
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
、
催
告
及
び
通
知
な
く
し
て
、
直
ち 

に
当
山
霊
園
使
用
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 

ア
・ 

使
用
者
の
死
亡
後
、
想
定
外
の
事
由
に
よ
り
墓
地
使
用
権
の
継
承
者
が
存
在
し
な
い

場
合
。 

イ
・ 

使
用
者
及
び
そ
の
親
族
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
か
ら
一
ヶ
年
を
経
過
し
、
且
つ
、
何

ら
の
連
絡
が
無
い
場
合
。 

ウ
・ 

使
用
者
が
、
二
ヶ
年
以
上
に
亘
り
、
管
理
料
を
滞
納
し
た
場
合
（ 

裁
判
係
属
中
の
事

案
も
含
む
。） 

エ
・ 

使
用
者
が
、
使
用
承
認
を
受
け
た
目
的
以
外
に
使
用
し
た
場
合
。 

オ
・ 

使
用
者
が
、
第
十
五
条
に
違
反
し
、
当
山
霊
園
管
理
責
任
者
の
書
面
に
よ
る
事
前
承

諾
な
く
第
三
者
に
譲
渡
又
は
転
貸
し
た
場
合
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カ
・ 

使
用
者
及
び
そ
の
親
族
が
、
恣
意
的
又
は
故
意
に
当
山
霊
園
の
規
則
及
び
慣
習
に
抵

触
す
る
行
為
を
し
た
場
合
、
又
は
、
そ
の
事
実
が
判
明
し
た
場
合
。 

キ
・ 

そ
の
他
、
本
使
用
規
則
に
著
し
く
違
反
し
た
行
為
を
し
た
場
合
。 

（
取
消
し
又
は
解
除
に
伴
う
措
置
） 

第 

十
七 

条  

前
条
ア
・
に
よ
り
当
山
霊
園
使
用
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
、
な
お
、
当
該
墓
地

内
に
遺
骨
が
残
置
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
管
理
者
は
、
当
該
遺
骨
を
「
一
燈
陵
」
に
仮

安
置
し
、一
ヶ
年
が
経
過
し
た
後
、合
祀
墓
へ
改
葬
す
る
も
の
と
し
ま
す
。管
理
者
が
、

一
燈
陵
使
用
規
則
に
則
り
、
毎
月
の
供
養
及
び
祭
祀
を
行
い
ま
す
。
当
山
霊
園
は
、
供

養
及
び
祭
祀
に
係
る
諸
費
用
請
求
権
を
有
し
、使
用
者
又
は
継
承
者
に
遺
骨
を
返
還
す

る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
伴
う
諸
費
用
を
請
求
し
ま
す
。 

 
 

（
２
）  
第
十
四
条
に
よ
り
使
用
承
諾
を
取
り
消
し
た
場
合
及
び
前
項
に
該
当
す
る
と
き
を 

除
く
前
条
各
号
に
よ
り
当
山
霊
園
使
用
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、一
燈
陵
へ
の 

  



  

仮
安
置
及
び
合
祀
墓
へ
の
改
葬
は
行
い
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
管
理
者
は
、
使
用
者
又 

は
そ
の
継
承
者
へ
遺
骨
及
び
埋
葬
物
を
返
還
し
、
こ
れ
に
伴
う
諸
費
用
を
請
求
し
ま
す
。 

 
 

（
３
） 
使
用
承
諾
が
取
り
消
さ
れ
又
は
使
用
契
約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
、
使
用
者
及
び
そ
の

利
害
関
係
者
等
は
、
管
理
者
が
当
該
墓
域
を
新
た
に
第
三
者
に
使
用
承
認
し
て
も
、
異 

議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

（
墓
地
使
用
権
の
継
承
） 

第 

十
八 

条 

墓
地
使
用
権
を
継
承
で
き
る
者
は
、
使
用
者
の
配
偶
者
及
び
直
系
親
族
に
限
り
ま
す
。 

但
し
、
当
山
責
任
役
員
会
議
の
承
認
が
あ
る
場
合
は
、
使
用
者
の
直
系
親
族
以
外
の
者
が 

継
承
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
２
）
継
承
者
は
、
一
人
と
し
、
原
則
と
し
て
、
使
用
者
が
書
面
に
よ
り
指
名
し
た
者
と
し
ま

す
。
使
用
者
が
継
承
者
を
指
名
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
は
、
相
続
人
の
協
議
に
よ
り
決

め
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
３
）
墓
地
使
用
権
を
継
承
す
る
場
合
、
使
用
者
又
は
継
承
者
は
、
第
四
条
の
規
定
に
準
じ
、 

 
 
 
 
 

継
承
に
必
要
な
書
類
に
別
途
定
め
た
継
承
手
数
料
を
添
え
て
管
理
事
務
所
へ
提
出
し
、
当

山
霊
園
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

（
墓
地
の
返
還
） 

第 

十
九 

条  

墓
地
使
用
が
不
要
に
な
っ
た
と
き
、
又
は
使
用
承
諾
の
取
消
し
若
し
く
は
使
用
契

約
の
解
除
が
あ
っ
た
と
き
等
、
使
用
者
が
墓
地
を
返
還
す
る
場
合
に
は
、
使
用
者
は
、

速
や
か
に
墓
地
使
用
承
認
証
及
び
印
鑑
証
明
書
を
管
理
事
務
所
へ
提
出
し
、
管
理
者
の

承
諾
を
得
て
、
抜
魂
供
養
の
上
、
更
地
に
復
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

（
２
）
使
用
者
が
正
当
な
理
由
な
く
墓
地
を
返
還
す
る
こ
と
又
は
更
地
に
復
す
る
こ
と
を
拒 

否
し
た
場
合
、
管
理
者
は
、
使
用
者
に
通
知
し
て
、
遺
骨
を
一
燈
陵
に
移
設
し
、
二
ヶ
年 

が
経
過
し
た
後
、
合
祀
墓
に
改
葬
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
副
葬
品
は
、
使
用
者
又
は
そ 

の
継
承
者
宛
て
に
返
還
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
そ
れ
が
困
難
な
と
き
は
、
管
理
者
が
任 

意
に
定
め
る
場
所
へ
移
設
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
３
）
墓
地
を
更
地
に
復
す
る
費
用
及
び
前
項
の
諸
費
用
は
、
使
用
者
又
は
継
承
者
が
負
担
す

る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
不
可
抗
力
に
よ
る
損
害
の
責
任
） 

第 

二
十 

条 

当
山
霊
園
は
、
天
変
地
異
等
不
可
抗
力
に
起
因
す
る
損
害
等
に
つ
い
て
は
、
一
切

の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。 

（
開
閉
園
時
間
） 

第
二
十
一
条 

当
山
霊
園
の
開
閉
園
時
間
は
、
原
則
と
し
て
、
毎
日
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
迄

と
し
ま
す
。
但
し
、
時
節
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

  

（
本
規
則
に
定
め
な
き
事
項
） 

第
二
十
二
条  

本
規
則
に
定
め
な
き
事
項
の
う
ち
、
喫
緊
に
対
処
す
べ
き
事
案
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

当
山
責
任
役
員
会
議
を
開
催
し
、
関
係
法
令
又
は
宗
教
的
慣
習
等
に
従
い
、
協
議
の
う
え

議
決
し
、
対
処
し
ま
す
。 

（
規
則
の
改
定
） 

第
二
十
三
条 

宗
教
法
人
法
及
び
墓
地
埋
葬
法
等
に
関
す
る
法
律
そ
の
他
関
連
法
令
が
改
定
さ
れ

た
場
合
、
必
要
に
応
じ
、
当
山
責
任
役
員
会
議
の
議
決
に
よ
り
、
本
規
則
を
改
定
す
る
も

の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
当
山
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
も
同
様
と
し
ま
す
。 

 

（
管
理
運
営
） 

第
二
十
四
条 

当
山
は
、
教
義
の
布
教
活
動
を
第
一
義
と
し
、
使
用
者
又
は
葬
家
か
ら
の
仏
事
、

年
忌
法
要
等
の
依
頼
に
よ
る
浄
財
を
も
っ
て
管
理
運
営
の
原
資
と
し
て
お
り
ま
す
。
当

山
霊
園
は
、
公
益
事
業
霊
園
と
し
て
認
証
さ
れ
、
使
用
者
に
対
し
一
切
寄
付
を
求
め
な

い
管
理
運
営
を
使
命
と
し
て
お
り
ま
す
。 

（
２
）
使
用
者
又
は
埋
葬
予
定
親
族
に
ご
不
幸
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
通
夜
、
葬
儀
式
等
の

日
程
に
つ
い
て
、
必
ず
、「
墓
守
寺
」
で
あ
る
当
山
の
管
理
事
務
所
宛
て
に
ご
一
報
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。
当
山
管
理
事
務
所
に
お
い
て
も
、
ご
相
談
に
よ
り
、
急
な
通
夜
、

葬
儀
式
等
の
ご
依
頼
を
承
り
ま
す
。 

（
個
人
情
報
保
護
） 

第
二
十
五
条 

当
山
霊
園
が
保
管
す
る
使
用
者
等
の
個
人
情
報
は
、
当
山
霊
園
の
管
理
運
営
の
目

的
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。 

 

仏
子
聖
地
霊
園
使
用
規
則
（
細
則
）
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
七
日
、
改
定 

第
三
条  

「
名
号
等
」
と
は
。 

佛
教
に
お
け
る
戒
名
・
法
名
、
神
道
に
お
け
る
神
号
・
諡
号
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る

洗
礼
名
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
等
、
宗
教
上
の
称
号
を
さ
し
ま
す
。 

第
四
条 

そ
の
他
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
。 

 
 
 

１
・ 

日
本
国
籍
を
有
す
る
者
は
、
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
（
三
ヶ
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も

の
）
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

２
・ 
外
国
籍
者
は
、
在
留
期
限
記
載
の
外
国
人
登
録
証
、
在
留
カ
ー
ド
若
し
く
は
住
民
票 

（
三
ヶ
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）
を
管
理
事
務
所
へ
提
示
く
だ
さ
い
。
管
理
事
務
所
に

お
い
て
コ
ピ
ー
を
と
り
保
管
し
、
原
本
は
返
却
し
ま
す
。
在
留
期
限
経
過
後
に
は
、
そ
の

更
新
し
た
書
類
の
提
示
と
共
に
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 



  
第
六
条 

管
理
料
支
払
方
法
等
に
つ
い
て
。  

１
・  
管
理
料
の
支
払
期
限
は
、
毎
年
三
月
二
十
日
と
し
ま
す
。 

２
・ 
支
払
方
法
は
、
使
用
者
の
口
座
よ
り
管
理
事
務
所
が
指
定
す
る
金
融
機
関
の
口
座
へ

入
金
す
る
も
の
と
し
ま
す
。（
引
落
し
手
数
料
等
は
、
使
用
者
の
負
担
と
し
ま
す
。） 

３
・  

支
払
期
限
経
過
後
、
支
払
い
を
確
認
で
き
な
い
場
合
、
再
請
求
に
係
る
諸
費
用
を
使

用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

支
払
方
法
は
、
使
用
者
が
直
接
管
理
事
務
所
へ

持
参
す
る
か
、
現
金
書
留
若
し
く
は
銀
行
振
込
み
に
よ
り
支
払
う
も
の
と
し
ま
す
。 

第
九
条 

 

清
掃
等
の
依
頼
に
つ
い
て
。 

 
 
 

１
・ 

管
理
事
務
所
は
、
当
山
所
定
の
料
金
に
よ
り
、
使
用
者
か
ら
の
供
花
、
下
花
、
植
木
の

剪
定
、
清
掃
等
の
ご
依
頼
を
承
り
ま
す
。 

２
・ 

塔
婆
、
供
花
等
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
管
理
事
務
所
が
、
使
用
者
に
連
絡
の
う
え
、
年

忌
期
間
経
過
後
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
使
用
者
は
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
し
ま
す
。 

第
十
二
条 

管
理
者
に
よ
る
納
骨
の
許
可
に
つ
い
て
。 

 
 
 
 
 

管
理
者
は
、
埋
改
葬
の
届
出
を
し
た
使
用
者
又
は
継
承
者
が
納
骨
に
係
わ
る
当
事
者
と

し
て
、
信
仰
心
、
供
養
心
、
祭
祀
を
行
う
意
志
を
有
す
る
か
否
か
を
確
認
し
、
こ
れ
ら
を

有
す
る
と
管
理
者
が
認
め
る
場
合
に
限
り
、
納
骨
を
許
可
し
ま
す
。 

第
十
三
条 

 

１
・  

配
偶
者
の
直
系
血
族
で
あ
る
父
母
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
が
諸
事
情
を
考
慮
し
、
埋
改

葬
を
承
認
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
事
前
に
管
理
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

２
・ 

配
偶
者
の
直
系
血
族
で
あ
る
父
母
以
外
の
親
族
の
埋
改
葬
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
又
は

継
承
予
定
者
の
要
望
に
基
づ
き
、
当
山
責
任
役
員
会
議
を
開
催
し
、
協
議
の
う
え
承
認
の

可
否
を
議
決
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

以
上 

 
  
 

 


